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友
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岡
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史
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友
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平
成
25
年
５
月
１
日
現
在
に
お
け
る

今月の納税

　固定資産税･･･・・・・・・・・・【１期】

軽自動車税･･･・・・・・・・・・【全期】

納期限　５月31日(金)　
 　《納期内に忘れず納付しましょう》

問税務課☎43-5022、収税課☎43-5034

　４月１３日に発生した地震により自らの所有する住宅または　家財
の価格の１０分の３以上が損害を受けた場合、市民税及び国民健康
保険税を一定の割合で減免を受けることができます。　　
　固定資産税についても被害の程度が一定基準を超えるときは、減
免を受けることができる場合があります（一部損壊は対象外です）。
　また平成２６年２月の確定申告において所得税および市県民税に
おいて災害によって受けた住宅や家財等の損害や原状回復のため
にかかった費用を、雑損控除として所得から差し引くことができます。
　

手続きに必要なもの
　①罹災証明書
　②住宅や家財等の取得価格がわかる書類又は修繕等にかか　
　　った費用の領収書（固定資産税の減免は不要）
　※罹災証明書については、市役所各総合窓口センターにて発　
　　行手続きを行ってください。（被災した部分がわかる写真を添付）

災害により被害を受けられた人へ

◆口座振替を利用する人は、預金残高の確認を
お願いします

◆市税の納付には、納め忘れがなく便利な口座
振替をご利用ください

◆納付書については、1期送付時に２期以降の納
期分をまとめてお送りしています。（紛失した人
は再交付しますので、市役所税務課、収税課または
最寄りの総合窓口センターへお申し出ください）

吉
備
国
際
大
学
で
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誓
式

　

吉
備
国
際
大
学
高
梁
キ
ャ
ン
パ
ス

で
4
月
4
日
、
新
入
生
と
そ
の
家
族
、

大
学
教
職
員
や
高
梁
市
、
南
あ
わ
じ

市
関
係
者
な
ど
約
１
７
０
０
人
が
出

席
し
、
吉
備
国
際
大
学
・
吉
備
国
際

大
学
短
期
大
学
部
・
順
正
高
等
看
護

福
祉
専
門
学
校
の
3
校
合
同
に
よ
る

平
成
25
年
度
入
学
宣
誓
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
創
成
農
学
部
の
新
入

生
56
名
も
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
バ
ス
で
移
動
し
、
式
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
入
学
宣
誓
式
に
先
立
ち
、

順
正
学
園
加
計
美
也
子
理
事
長
が
地

域
創
成
農
学
部
の
開
設
を
宣
言
。
式

で
は
、
吉
備
国
際
大
学
・
吉
備
国
際

大
学
短
期
大
学
部
松
本
皓
学
長
と
順

正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学
校
津
尾
佳

典
校
長
に
よ
っ
て
、
新
入
生
７
３
０
人

の
入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
計
理
事
長
は
、「
地
域
創
成
農

学
部
に
入
学
さ
れ
る
人
た
ち
は
、
日

本
の
農
業
を
リ
ー
ド
し
て
ゆ
く
人

材
に
な
る
べ
く
努
力
を
怠
ら
な
い
で
、

立
派
な
学
部
に
そ
だ
て
あ
げ
て
い
た

だ
く
よ
う
切
に
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
松
本
学
長
は
「
本

日
は
一
人
で
歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

い
ひ
な
鳥
の
新
入
生
が
、
四
年
間
の

学
習
の
後
、
卒
業
時
に
は
親
鳥
と
な
っ

て
立
派
に
実
社
会
に
向
け
て
自
ら
の

翼
で
飛
び
立
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

同
学
部
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
眞
山
滋
志
学
部
長
よ
り
「
わ
が

国
有
数
の
農
業
生
産
地
南
あ
わ
じ
に

開
学
さ
れ
た
地
域
創
成
農
学
部
が
い

よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
自
然

美
に
包
ま
れ
歴
史
分
化
の
漂
う
淡
路

島
を
丸
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
に
し
て
、
自

ら
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
大
い
に
学
修
し

豊
か
な
人
間
性
と
実
力
を
育
み
、
明

日
の
地
域
社
会
の
発
展
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と
保

護
者
や
新
入
生
に
向
け
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
同
学
部
の
新
入
生
お

よ
び
教
員
は
、
吉
備
国
際
大
学
2
号

館
屋
上
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
で
記
念
撮
影

の
後
、
南
あ
わ
じ
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～　夢を創るお手伝い　～

▲入学宣誓式に参加する新入生たち


